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気になることがあったら、このチェック票を持参し、かかりつけ医に相談しましょう。
かかりつけ医がいない場合は、地域包括支援センターへご相談ください。

一足先に認知症になった方々がもしかして？と思った症状
チェックしてみましょう

　１(　　)　同じ話を繰り返したり、聞いたりする。

　２(　　)　よく知っている人の顔（名前）が思い出せない。

　３(　　)　しまい忘れがある。

　４(　　)　今しようとしたことを忘れたり、会話の途中で言いたいことを忘れる。

　５(　　)　理由もないのに気がふさいだり、落ち込むようになった。

　６(　　)　身だしなみに無関心になり、以前よりおしゃれをしなくなった。

　７(　　)　以前はあった関心や興味が失われた。

　８(　　)　料理ができなくなった　⇒　いつから？　　　　年　　月頃から

　９(　　)　新聞を読まなくなった　⇒　いつから？　　　　年　　月頃から

１０(　　)　計算の間違いが多くなった。漢字を忘れる。

１１(　　)　電気製品が使いこなせなくなった。

１２(　　)　些細なことで怒りっぽくなった。涙もろくなった。

１３(　　)　ぼんやりして反応が遅くなった。根気が続かなくなった。

１４(　　)　日にちや場所の感覚が不確か、約束や受診日を忘れる。

１５(　　)　蛇口やガスの元栓の締め忘れが目立った。

１６(　　)　毎日やっていた日課をしなくなった。

１７(　　)　外出がおっくうになった。

１８(　　)　薬の管理ができなくなった。

１９(　　)　金銭の管理ができなくなった。

２０(　　)　訪問販売等で高額商品を次々に買ってしまう。

２１(　　)　「家族の誰かが物（財布・通帳・衣類等）を盗んだ」と言い張る。

２２(　　)　風呂に入ることを嫌がる。

２３(　　)　家に戻れなかったことがある。

２４(　　)　日中よく居眠りをする。

２５(　　)　夜中または日中に家の中を歩き回る。または片付け物を繰り返す。

２６(　　)　外出した際に、自宅に戻れなくなったことがある。

２７(　　)　状況にあった着衣ができない。

２８(　　)　食事を拒否する。または食べ過ぎる。

２９(　　)　尿失禁をする。便失禁をする。後始末ができない。

３０(　　)　物をため込む。（ティッシュペーパーやトイレットペーパーなど）

３１(　　)　事実と違うことを言う。作り話をする。

３２(　　)　見えるはずのないものが見えたり聞こえたりする。

３３(　　)　暴力を振るう。（殴る・噛み付く・引っかく・蹴る・唾をはきかける）

３４(　　)　食欲がない。

３５(　　)　体重が減少している。

３６(　　)　２週間以上眠れない日が続いている。　　　　　　　　　　　　　もの忘れ相談連絡票より作成
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　「もしかして認知症？」「どこの病院を受診したらいいの？」
　「これからの生活について相談にのってほしい。」　など
　 認知症を不安に思ったら、まず相談をしましょう。一歩を踏み出す勇気が大切です。

地域包括支援センター まずはかかりつけの医師に相談
　認知症が不安になり、生活や介護に関すること、

医療機関や集いの場を知りたいときは、
地域包括支援センターに相談します。

北部地域包括支援センター
上井出１２８５－１

（特別養護老人ホームしらいと内）

☎ ５４－１０９２

富士根地域包括支援センター
小泉１８５４－３

（障がい者福祉センター小泉敷地内）

☎ ２１－３６１１

富士圏域の認知症疾患医療センター
南部地域包括支援センター

星山１０５８
（特別養護老人ホーム星の郷内）

☎ ２３－３３２８

富士宮市地域包括支援センター
弓沢町１５０

（富士宮市役所内）

☎ ２２－１５９１

中部地域包括支援センター
（サブセンター）

淀川町３５－１５
（デイサービスセンターいちばん星内）

☎ ２９－７８０８

西部地域包括支援センター
大鹿窪１４３－１

（特別養護老人ホーム百恵の郷内）

☎ ６７－０００１

　　電話相談：直接、専用番号に電話してください

　　来所相談：事前に電話で予約をしてください

【認知症を診察してもらいたいとき】

あなたやあなたの大切な人が認知症を不安に感じたら、
まず“かかりつけの医師”に相談します。

どこの病院に行ったら良いのかわからない、生活の不
安や困りごとがあるときには、地域包括支援センターに

相談することをお勧めします。

東静脳神経センター
（富士宮市西小泉町１４－９）

☎　０８０－３６７８－９９０１
月～土　８：３０～１７：３０
※木・土は１２：３０まで

祝日および年末年始は除く

鷹岡病院
（富士市天間１５８５）

☎　０９０－８５５２－９５０３
月～土　９：００～１６：００

※祝日および年末年始は除く

受診したいとき：要予約
認知症疾患医療センターに受診したい場合は、
かかりつけ医または、地域包括支援センターに

ご相談ください。

　　認知症の相談ができる窓口

相談をしたい 受診をしたい

　 【受診や相談をする前に準備すること】
　　　□　具体的な症状

　　　□　今までの経緯

　　　□　困っていること

　　　□　今までにかかった病気

　　　□　飲んでいる薬

　　　□　家族の協力状況　など

　        「もしかして認知症かな？」と思った時の
        チェック票もご活用ください。(左頁)
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認知症とは？
認知症は、脳に関する様々な病気によって引き起こされる症状や状態をいいます。

様々な原因で記憶力、判断力、思考力などが低下し、日常生活に支障が出ている状態を指します。

特別なものではなく、誰でも認知症になる可能性があります。

　【脳の役割】　脳は部位によって役割が異なっています

富士宮市ホームページ
講演会や講座情報

　　認知症を知ろう

  認知症は、原因となる脳の病気や

　　障がいを受けている脳の部分によってみられる症状が異なります。

　  認知症と診断されてもその日から何もできなくなるわけではなく、
　　進行のスピードには個人差があります。

認知症について
知る機会はあるの

かしら？

 認知症をもっと知りたいあなたのために

　「認知症サポーター養成講座」を開催しています。

　認知症ってなあに？　どんなふうに接したらいいの？等
　認知症について学ぶことができます。
　時間は、1時間～1時間半程度、講師派遣料は無料です。
　お気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ】 富士宮市地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　　　☎　２２－１５９１
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代表的な認知症の種類と特徴　   認知症は原因となる病気によって、様々な特徴があります

健康な脳 脳の萎縮 脳血管障がい

加齢と共に少しずつシワが深く
大きくなり、徐々に萎縮する

異常なタンパク質などによって
脳が病的に萎縮する

脳梗塞や脳動脈硬化などによって
一部の細胞に酸素や栄養が届かなく

なり、神経細胞が減少する

生まれた時の脳の重さは約４００ｇ、
１０歳くらいになると、成人と同じ

くらいの重さになる

　　　　　・アルツハイマー病
　　　　　・レビー小体病
　　　　　・前頭側頭型　　　　など

　　　　　　・脳梗塞
　　　　　　・脳出血
　　　　　　・脳動脈硬化　　　など

もっとも多い認知症 脳梗塞や脳出血などが引き金

アルツハイマー型認知症 脳血管性認知症

幻視がおこるのが特徴的

レビー小体型認知症

性格や行動上の変化が主な症状

前頭側頭型認知症

　一番よく聞く認知症です。記憶障がい（もの忘れ）
から始まる場合が多く、新しいことを覚えておくこと
が苦手になることがあります。
　進行に伴い、段取りや計画を立てたり、判断力の
低下がみられます。

　脳の前頭葉や側頭葉を中心に障がいが発生し、
我慢したり、周囲に合わせたりすることが苦手にな
ることがあります。
　万引きや痴漢行為など、反社会的行為が急にお
こることもあります。

　筋肉がこわばることで、体がスムーズに動かせな
り、パーキンソン病のような症状が現れます。
　実際にはいない人や虫などが見える幻視を伴っ
ている方が多いです。
　うつ病や無気力もあり、意識の明瞭さが昼と夜と
で違うこともあります。

　ダメージを受けた血管の部位によって、現れる症
状が異なります。
　言葉がなかなか出てこなかったり、歩行障がいが
現れることもあります。

　もの忘れが目立たない認知症があります
　　前頭側頭型認知症やレビー小体型認知症は、認知症の症状として理解されにくく、
　本人・家族が苦労することが多くあります。もの忘れだけが認知症の症状ではありません。
　　周囲が早期に気づき、受診につなげることが大切です。

　若年性認知症について
　　働き盛り（64歳以下）で発症する認知症をいいます。
　　高齢者の認知症とは異なり、初期の症状が出ても疲れや更年期症状、あるいはうつ病などほかの病気と
　思い、症状が進行してから気づくケースも少なくありません。
　　これからの生活のことや経済面について不安が多くなります。早い段階での「気づき」と「相談」が大切です。
　　富士宮には、同じような体験をしている人との出会いや就労の場があります。

症状の現れ方には個人差があります。
本人にあった関わり方が大切です。
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先輩からのメッセージ

 悩んだら
相談に行こう！！
相談したら気持ちが
楽になりました。

富士宮には、
色々な人と出会える
場所や情報をもら
える場所があって
安心しました。

認知症は誰にでも
なりうるもの
自分らしく
変わらない暮らしを
したいな…。

何だかおかしいな…
そんなことを自分で
感じています。
 責めないで話を
 聞いてください。

 認知症になっても
やりたいこと、楽しい
ことができます。
仲間といると安心する!
楽しい仲間がいます。

 楽しく笑って
 過ごせれば
 みんなが幸せ 

　今の考え方
①認知症は誰にでもなりうるもの
②本人はわかっている　できることがある

③自分らしさが最期まである
④認知症のイメージに苦しんでいる

　 行動には本人なりの理由がある
⑤本人の声を聴く、語れるように力になる

　 本人が決め、自分らしく暮らす
⑥地域の一員として共に暮らす

⑦希望がある　できることが沢山ある

認知症に対する考え方は本人の声とともに大きく変化してきました

　これまでの考え方
①認知症は他人事

②本人はわからない

③自分らしさがなくなる

④問題をおこす人

⑤本人の声は聴かない

　 周りが決めて、本人に確認をしない

⑥地域での生活は難しい

⑦孤立　あきらめ　絶望
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「もっと認知症のこと知っていればよかった！」

この言葉は、本人や家族、友人たちからよく聞く言葉です。
これらの冊子は、市役所や地域包括支援センターで配布しています。

認知症を知りたいあなたへ
～住み慣れた富士宮で暮らし続けるヒント～

人と人とが交流できる場所
～認知症カフェ～

認知症の違和感を感じている方やご家族へ
「もしも　気になるようでしたらお読みください」

違和感を覚えている人が、自分で病院や地域包括支援センターに行こうと思えるように、
認知症という言葉をできるだけ使わない絵本のような冊子があります。

※富士宮市地域包括支援センターで配布しています。

認知症をもっと知りたい方のために、
仲間との出会いや居場所、制度や財産管
理、運転免許や地域の見守りなど、知って
欲しい情報を盛り込んだ冊子があります。

認知症カフェとは誰もが参加できる集いの
場です。一般的なカフェとの違いは「認知症
について知る」「似たような経験をしている仲

間と出会う」ことができることです。
認知症カフェは、地域の様々な場所で開催
されており、地域を限定せず交流できます。
　気楽な気持ちで一度訪れてみましょう！！

これらの情報は富士宮市のホームページよりダウンロードも可能です。
冊子以外の情報もありますので、ぜひご覧ください。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士宮市ホームページ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 「認知症の取り組み」

認知症も診断されたときから始まるのではありません。
認知症かそうでないかは実際には線引きはできません。

あなたの人生を自然に歩むことが大切です。 
少しの工夫と助けを使って。

あなたが病院に行くのは
認知症の診断のためではありません。

自分らしく生きるためのヒントをみつけるためです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本文より抜粋）
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【お問い合わせ】
富士宮市役所　保健福祉部

福祉企画課
富士宮市地域包括支援センター

ＴＥＬ：0544－22－1591
ＦＡＸ：0544－22－1277


